
 
 

 
 

   

 

C：ジェンダー平等～みんなで描く町づくり～ 

2 年 齊藤 大晟、 辻 結衣名、 中岡 優仁 

 
モンゴルの NGO 団体や行政組織では女性が多く活躍している。例えばウランバートル

の第三ホローの役場や議会で働く人の多くが女性で、ホロー長（日本の町長、市長に当

たる）も女性であった。10 人のブロック長（日本の区長）の中で男性は 1 人だけだった。 

トルゴイトまちづくりセンター（ＴＣＤＣ）は女性だけで運営しているＮＧＯであり、

モンゴルの女性が自ら社会をよくしていこうという行動の先駆けとなった団体である。 

1995 年～2000 年までは女性の地位の回復のために様々な政策提言の活動をしていたが、 

2004 年からはウランバートルのトルゴイト地域を活動拠点とし、男性、女性、両方の問

題解決策を考えるようになった。 

モンゴルでは、1921 年の時点で男女平等を実現する社会主義国を目指し、 1991 年に

社会主義国から資本主義国へ変わった。 市場経済への急激な移行期に女性の生活に

様々な影響を及ぼし、失業率、離婚率の増加、女性への暴力が問題となった。 しかし 

1996 年頃から、女性の高学歴化が急激に進み教育水準が上がり、 専門職などにおける

女性の職場進出が増え、経済的に自立した女性が増えた。 

現在、女性就業者のうち自営業者の占める割合は約 5 割と、モンゴルは世界７位で世

界トップクラスで男女平等と言える。日本は１割程度でまだまだ女性が進出していると

はいえない結果になってる。 

日本の職業別男女労働者数を見るとほとんどの職業で男性が女性よりも多く、男性の

収入によって生活が成り立っていることがうかがわれる。一方モンゴルでは、女性労働

者数の多い分野も多く、教育・医療の場では女性が圧倒的に多数を占めている。頭脳労

働は女性、肉体労働は男性という傾向が顕著である。 

現在、能勢町では事業所数が 427 つあり、そのうちの経営者が女性の割合は 10％、自

治会長の女性の割合は 2.3％で、町会議員は 25％です。また公務員の管理職では 5.6％

である。  

能勢町で行われている女性の取組みとして、みちくさ経営者三上さんたちを中心とし

た女性だけの活動がある。三上さんたちは月 1 回集まり様々なテーマに沿ってディスカ

ッションをし、女性目線から問題の解決策を見つけたうえ、発信している。三上さんは

能勢町のフリーペーパーを次々と発刊し、能勢町の魅力と能勢町だからできる事を、地

域の方々と考えるべきだとおっしゃいました。 

最後に、どうすれば今以上に能勢町で女性が活躍できるようになりますか皆さんに問

いたいと思います。  
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